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一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か

け
て
の
横
浜
で
は
、
文
化
人
や
政
財
界
人
に

よ
る
文
化
行
事
が
最
盛
期
を
迎
え
る
。

前
号
掲
載
の
「
日
本
愛
妻
会
と
横
浜
ペ
ン

ク
ラ
ブ
①
」
で
は
、
戦
後
復
興
期
に
お
け

る
文
化
行
事
の
変
遷
を
述
べ
、
文
化
人
や
政

財
界
人
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
文
化
行
事
に
関

わ
っ
て
い
た
か
を
紹
介
し
た
。

戦
後
の
横
浜
は
中
心
部
の
接
収
が
長
く
続

き
、
復
興
が
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
、
横
浜

の
文
化
人
た
ち
は
、
文
化
行
事
に
よ
っ
て
復

興
の
気
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
活
動
の
中
で
、
い
く
つ
か
の
組
織

が
生
ま
れ
た
。
日
本
愛
妻
会
は
、
文
化
人
と

政
財
界
人
が
共
に
参
加
す
る
、
社
交
ク
ラ
ブ
・

文
化
サ
ロ
ン
の
役
割
を
果
た
し
、
横
浜
ペ
ン

ク
ラ
ブ
は
横
浜
の
文
化
人
を
結
集
し
て
文
化

活
動
を
行
う
拠
点
と
な
っ
た
。

こ
の
両
組
織
を
足
が
か
り
と
し
て
、
横
浜

の
文
化
行
事
は
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
て
い

く
。
今
回
は
、
復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
に
か
け
て
、
文
化
行
事
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
、
そ
れ
を
支
え
る
人
々
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

戦
後
の
文
化
行
事

戦
後
の
文
化
行
事
の
特
徴
の
一
つ
と
し

て
、
音
楽
・
舞
踊
・
演
芸
・
演
劇
お
よ
び
絵
画
・

文
学
・
写
真
な
ど
の
作
品
を
、
市
民
一
般
か

ら
公
募
し
て
審
査
し
、
優
秀
作
品
を
芸
術
祭
・

文
芸
祭
と
称
し
て
発
表
す
る
場
を
設
け
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
九
月
の
伊
勢

佐
木
復
興
祭
と
同
年
一
一
月
の
芸
能
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
文
化
行
事
の
先
駆
け

で
あ
っ
た
。
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
は
そ
の
後
毎

年
行
わ
れ
る
第
一
回
目
で
あ
り
、
オ
ー
ル
横

浜
総
合
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
と
銘
打
っ
た
と
こ

ろ
に
そ
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
当
時
七
歳
の
加
藤
和
枝
、
後
の
美
空
ひ

ば
り
も
二
五
日
に
登
場
し
て
い
る
（『
神
奈

川
新
聞
』
46
、
11
、
26
）。

ま
た
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
は
、

横
浜
を
代
表
す
る
行
事
で
あ
る
開
港
記
念
祭

が
復
活
す
る
。
当
時
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た「
港
祭
」と
混
同
さ
れ
な
い
よ
う「
ハ
マ
祭
」

と
呼
ん
で
い
た
（『
神
奈
川
新
聞
』
50
、5
、

30
）が
、翌
年
か
ら
は「
み
な
と
祭
」と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
か
ら

は
、
み
な
と
祭
国
際
仮
装
行
列
が
毎
年
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
市
が
主
催
あ
る

い
は
共
催
す
る
文
化
行
事
は
、
一
九
五
二
（
昭

和
二
七
）
年
一
〇
月
一
日
に
所
管
が
教
育
委

員
会
に
移
る
と
共
に
再
編
さ
れ
、
秋
の
横
浜

文
化
祭
の
一
環
と
し
て
、
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
発
表
会
や
展
示
会

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

い
ず
れ
の
行
事
も
、
市
民
一
般
や
地
元
企

業
の
参
加
を
う
な
が
し
、
審
査
や
企
画
・
運

営
で
は
地
元
文
化
人
が
参
加
す
る
な
ど
、
市

民
と
文
化
人
の
総
力
を
結
集
し
よ

う
と
す
る
ま
さ
に
市
民
ぐ
る
み
の

行
事
で
あ
っ
た
。

み
な
と
祭
と
国
際
仮
装
行
列
、

そ
し
て
横
浜
文
化
祭
が
、
毎
年
恒

例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
戦
後
復
興
の
な
か
で

果
た
す
べ
き
文
化
人
た
ち
の
役
割

は
一
定
の
成
果
を
み
た
と
い
え
よ

う
。
横
浜
の
文
化
人
た
ち
は
、
市

の
文
化
行
事
に
協
力
す
る
だ
け
で

な
く
、
独
自
の
活
動
に
よ
っ
て
横

浜
の
文
化
を
育
み
、
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
く
よ
う
に
な
る
。
一
九
五
二
年

一
一
月
二
〇
日
に
日
本
愛
妻
会
、

翌
年
七
月
一
三
日
に
横
浜
ペ
ン
ク

ラ
ブ
が
発
足
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
文
化
行
事
の
流
れ
の
な
か
で
決
し

て
偶
然
と
は
い
え
な
い
。

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す
る
文
化
行

事
に
は
、
二
つ
の
要
素
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

日
本
愛
妻
会
か
ら
ヨ
コ
ハ
マ
話
の
波
止
場
へ

と
続
く
文
化
人
と
政
財
界
人
の
交
流
の
場
、

文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
横
浜
に
縁
の
あ
る
文
人
た
ち
を
顕

彰
す
る
会
や
文
学
散
歩
な
ど
文
芸
そ
の
も
の

に
関
わ
る
催
し
で
、
横
浜
文
学
散
歩
開
催
を

契
機
に
横
浜
文
芸
懇
話
会
が
結
成
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
活
発
な
動
き
の
背
景
に
は
、
各

組
織
や
行
事
の
事
務
局
を
一
手
に
引
き
受

け
て
い
た
牧
野
勲
が
、
一
九
五
五
（
昭
和

三
〇
）
年
に
横
浜
商
工
会
議
所
の
議
員
を
引

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
由
に
活
動
す
る

余
地
が
で
き
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
改
め
て
、
こ
れ
ら
の
諸
組
織
結
成

の
経
緯
と
実
施
し
た
文
化
行
事
に
つ
い
て
、

時
間
を
追
っ
て
紹
介
す
る
と
共
に
、
そ
の
時

代
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
発
足

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
七
月
四
日
、

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
と
一
九
五
三
年
会
の
共
催

で
開
か
れ
た
「
混
血
孤
児
を
幸
せ
に
す
る
集

い
」（『
神
奈
川
新
聞
』
53
、
7
、
4
）
か
ら
、

も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
一
九
五
三

年
会
、通
称
五
三
会
と
は
、後
の
「
レ
ミ
の
会
」

の
こ
と
で
あ
る
。「
レ
ミ
の
会
」
は
、
平
野

威
馬
雄
を
中
心
と
し
て
佐
藤
美
子
・
江
川
宇

礼
雄
ら
、
外
国
人
を
親
に
持
つ
文
化
人
が
同

じ
境
遇
の
孤
児
た
ち
を
援
助
し
よ
う
と
結
成

し
た
会
で
あ
る
。
米
軍
施
設
が
市
内
に
多
く

日
本
愛
妻
会
と

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
②
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あ
っ
た
横
浜
な
ら
で
は
の
社
会
的
活
動
が
、

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
出
発
点
に
あ
っ
た
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
、「
海
港

文
学
の
伝
統
の
上
に
、
新
し
い
文
学
地
図
を

繰
り
ひ
ろ
げ
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
作
品
集

「
海
港
文
学
」
を
発
行
す
る
な
ど
文
芸
活
動

を
行
う
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、

「
規
約
」
に
「
各
種
文
化
集
会
に
講
師
を
派

遣
す
る
」
な
ど
、「
横
浜
文
化
の
伸
長
に
役

立
つ
事
業
に
協
力
す
る
」
こ
と
を
う
た
っ
て

い
る
と
お
り
、
文
芸
面
で
の
社
会
的
活
動
が

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
中
心
的
活
動
と
な
っ
て

い
く
（「
牧
野
勲
関
係
資
料
」）。

発
足
後
の
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
横
浜
に
縁
の
あ
る
文
化
人

を
顕
彰
す
る
活
動
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三

（
昭
和
二
八
）
年
七
月
一
五
日
に
南
区
の
増

徳
院
で
開
催
さ
れ
た
横
浜
縁
故
文
人
追
悼

会
で
は
、
山
崎
紫
紅
・
有
島
武
郎
・
直
木

三
十
五
・
長
谷
川
時
雨
・
小
島
烏
水
・
北
村

初
雄
・
岡
倉
天
心
・
岸
田
吟
香
ら
二
二
名
に

お
よ
ぶ
文
人
た
ち
を
追
悼
し
た
。
当
日
の
夜

は
、
精
進
落
と
し
と
称
し
て
さ
く
ら
ポ
ー
ト

に
場
所
を
移
し
て
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
文
化
人
が
交
流
す
る
場
所
を
提

供
す
る
の
も
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
重
要
な

役
割
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

続
い
て
翌
一
九
五
四
年
二
月
一
四
日
、
山

手
の
外
人
墓
地
で
ワ
ー
グ
マ
ン
追
慕
式
が
開

催
さ
れ
た
。
二
月
一
四
日
は
、一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
二
月
八
日
に
亡
く
な
っ
た
ワ
ー

グ
マ
ン
が
、
外
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
日
だ

と
い
う
。
当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
同

年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
開
国
百
年
祭
を
記

念
し
て
計
画
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

当
日
の
出
席
者
を
見
る
と
、
北
林
透
馬
・

牧
野
勲
ら
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
加
え

て
、
半
井
清
横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
が
出
席

し
、
平
沼
亮
三
横
浜
市
長
名
の
献
花
な
ど
も

あ
っ
た
。
前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
い
ず

れ
も
日
本
愛
妻
会
の
会
員
で
も
あ
る
。
つ
ま

り
、
日
本
愛
妻
会
と
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
、

横
浜
市
の
主
要
な
政
財
界
人
と
文
化
人
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
お
り
、
文
化

行
事
の
実
行
に
お
い
て
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
お
お
い
に
威
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

横
浜
文
学
散
歩
と
横
浜
文
芸
懇
話
会

次
に
企
画
さ
れ
た
の
が
、
一
九
五
五
（
昭

和
三
〇
）
年
三
月
六
日
に
第
一
回
が
開
催
さ

れ
た
横
浜
文
学
散
歩
で
あ
る
。
そ
の
発
端
に

つ
い
て
は
、
牧
野
勲
が
『
馬
頸
楼
雑
記
』（
有

隣
堂
、
一
九
八
四
年
）
の
な
か
で
、
野
田

宇
太
郎
の
東
京
文
学
散
歩
に
刺
激
さ
れ
て
提

案
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
海
老
沢
欽

三
が
、
や
は
り
短
歌
文
学
散
歩
の
経
験
か
ら

提
案
し
て
、
牧
野
と
横
浜
市
文
化
部
の
中
山

富
久
の
賛
成
を
得
て
実
施
し
た
と
述
べ
て
い

る
（『
横
浜
文
芸
懇
話
会
会
報
』
第
二
二
号
、

一
九
七
八
年
五
月
一
五
日
）。

誰
の
発
案
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ら
三
者

の
考
え
が
一
致
し
て
横
浜
文
学
散
歩
が
実
施

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

の
第
二
回
が
行
わ
れ
た
翌
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
春
に
横
浜
文
芸
懇
話
会
が
発
足
し

て
い
る
。
内
田
四
万
蔵
氏
は
、
第
一
回
が
横

浜
市
教
育
委
員
会
主
催
で
行
わ
れ
た
の
に
対

し
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
他
の
各
団

体
を
一
つ
に
ま
と
め
た
組
織
が
主

催
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
横
浜
文
芸
懇
話
会
が
結
成
さ

れ
て
、
第
二
回
以
降
の
文
学
散
歩

を
主
催
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
同

前
第
九
九
号
、
二
〇
〇
三
年
四
月

一
八
日
）。

な
お
、
第
二
回
文
学
散
歩
の

期
日
に
つ
い
て
は
、『
横
浜
文
学

散
歩
』（
横
浜
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
八
年
三
月
）
や
『
市
政
概

要　

一
九
五
六
年
版
』
で
は
三
月

二
五
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
新
聞

報
道
は
四
月
一
日
開
催
を
予
告
し

て
い
る
（『
神
奈
川
』
56
、3
、17
）。

初
期
の
文
学
散
歩
の
講
師
に

は
、
北
林
透
馬
・
牧
野
勲
の
他
、

椎
橋
好
・
飯
田
九
一
・
飯
岡
幸
吉
・
石
井
光

太
郎
ら
が
当
た
っ
て
い
る
。
文
芸
懇
話
会
の

会
員
で
あ
る
海
老
沢
欽
三
・
扇
谷
義
男
・
早

川
右
近
ら
も
、
参
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
内
田
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
人
々
が
直
接
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
、
北
林
・
牧
野
以
外
は
横
浜
ペ
ン
ク

ラ
ブ
結
成
式
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。
だ
が
、

い
ず
れ
も
横
浜
の
文
化
行
事
に
お
い
て
、
審

査
員
な
ど
を
務
め
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
横

浜
文
学
散
歩
と
横
浜
文
芸
懇
話
会
は
、
横
浜

の
文
化
人
を
結
集
す
る
行
事
で
あ
り
団
体
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
自
体
が
主
催
す

る
行
事
は
、
文
化
人
た
ち
の
交
流
の
場
を
企

画
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
日
本
愛

妻
会
は
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
発
足
以
前
に
始

ま
っ
て
い
る
の
で
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催

と
し
て
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

一
〇
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
伊
勢
ぶ
ら
会

が
、
そ
の
始
ま
り
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
ど
っ
こ
い
、
こ
こ
ら
で
伊
勢
ぶ
ら
会
」
と

銘
打
っ
た
こ
の
集
ま
り
は
、
東
京
・
横
浜
の

作
家
や
画
家
な
ど
文
化
人
を
集
め
て
、
横
浜

の
文
学
散
歩
の
あ
と
、
皆
で
伊
勢
ぶ
ら
を
し

て
、
夜
は
伊
勢
佐
木
町
の
根
岸
家
で
懇
親
会

を
催
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
〇
人

を
超
す
文
化
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
小
旗
と
風
船
を
手
に
持
っ
た
著

名
な
文
化
人
た
ち
が
街
中
を
練
り
歩
く
姿

は
、
報
道
関
係
者
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
の

伊勢ぶら会　横浜港での記念撮影　1957年10月13日
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）
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が
、
主
催
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、「
ヨ

コ
ハ
マ
在
住
の
全
文
化
人
」
を
総
動
員
し
て

の
企
画
だ
っ
た
。

諸
団
体
に
協
賛
を
求
め
る
文
書
（「
牧
野

勲
関
係
資
料
」）
に
、「
開
港
百
年
祭
に
際
し

て
は
盛
大
な
ワ
ー
グ
マ
ン
追
慕
式
を
執
行
、

内
外
文
化
人
の
参
列
を
求
め
て
、
そ
の
序
幕

を
飾
り
た
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
開
港
百
年

祭
に
ち
な
ん
だ
企
画
で
あ
る
こ
と
を
う
た
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ワ
ー
グ
マ
ン
の
墓
地
と

元
町
周
辺
の
史
跡
に
標
識
を
建
て
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
様
々
な
記

念
碑
を
建
て
て
い
く
活
動
の
先
駆
け
と
い
え

よ
う
。
ま
た
、
墓
前
で
の
追
慕
式
の
後
、
場

所
を
ク
リ
フ
サ
イ
ド
に
移
し
て
、
ポ
ン
チ
祭

と
称
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
後
に
、ワ
ー

グ
マ
ン
追
慕
式
は
ポ
ン
チ
・
ハ
ナ
祭
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
期
日
に

つ
い
て
は
、
一
九
五
四
年
の
第
一
回
目
は

藤
山
愛
一
郎
、
他
に
高
木
東
六
や
早
川
雪
洲

ら
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
一
月
五
日

の
第
二
一
回
ま
で
は
、
ほ
ぼ
定
期
的
に
開
催

さ
れ
、
翌
年
七
月
と
九
月
に
第
二
二
回
か

ら
二
四
回
ま
で
、
そ
し
て
一
九
六
一
（
昭

和
三
六
）
年
八
月
三
一
日
に
第
二
六
回
と

し
て
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
の
見
学
を
行
っ
た

後
、
開
催
の
記
録
は
途
絶
え
が
ち
に
な
る
。

「
牧
野
勲
関
係
資
料
」
で
確
認
で
き
る
の
は
、

一
九
六
三（
昭
和
三
八
）年
六
月
二
八
日
の
第

三
一
回
と
一
九
六
九（
昭
和
四
四
）年
七
月
九

日
の
渡
辺
は
ま
子
が
ゲ
ス
ト
の
例
会
の
み
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
断
続
的

に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

他
方
、
日
本
愛
妻
会
の
活
動
の
記
録
は
、

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
一
月
二
三
日

の
九
周
年
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
最
後

に
途
絶
え
て
い
る
。

ワ
ー
グ
マ
ン
祭
と
ヨ
コ
ハ
マ
散
歩

話
の
波
止
場
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
は
、
開
港
百

年
祭
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
機

会
に
ワ
ー
グ
マ
ン
追
慕
式
が
、
さ
ら
に
広
範

な
参
加
を
募
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ヨ
コ
ハ
マ
話
の
波
止
場
か
ら
半
井
清
が

世
話
人
代
表
と
な
り
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

牧
野
・
北
林
、
横
浜
美
術
懇
話
会
の
松
島
一

郎
、
横
浜
詩
人
協
会
の
扇
谷
義
男
、
そ
し
て

元
町
Ｓ
Ｓ
会
の
大
木
茂
ら
が
世
話
人
と
な
っ

た
。
こ
の
他
、
横
浜
歌
話
会
・
横
浜
俳
話
会
・

横
浜
川
柳
懇
話
会
・
横
浜
交
響
楽
団
・
横
浜

演
劇
研
究
所
・
五
三
会
・
横
浜
商
業
美
術
会

話
の
広
場
」
が
開
催
さ
れ
た
。
翌
一
九
五
八

（
昭
和
三
三
）年
一
月
五
日
開
催
の
第
二
回
か

ら
「
ヨ
コ
ハ
マ
話
の
波
止
場
」
と
改
称
さ
れ
、

ほ
ぼ
毎
月
例
会
が
開
催
さ
れ
て
い
く
。

話
の
波
止
場
は
、
元
は
東
京
懇
話
会
横
浜

支
部
の
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
。
東
京
懇
話

会
と
は
、
東
京
の
作
家
・
文
化
人
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年

三
月
に
発
足
し
た
組
織
で
あ
る
。
機
関
紙『
話

の
広
場
』
を
発
行
す
る
ほ
か
、
毎
月
一
日

と
一
五
日
に
話
題
の
人
の
話
を
聞
く
例
会
を

持
っ
て
い
た
。
牧
野
勲
が
そ
の
世
話
人
に
加

わ
っ
て
お
り
、
横
浜
で
も
例
会
を
開
こ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
の
半
井
清
を
代
表

に
、
世
話
人
に
は
、
飯
田
九
一
・
扇
谷
義
男
・

加
藤
衛
・
北
林
透
馬
・
早
川
右
近
・
平
野
威

馬
雄
・
牧
野
勲
・
松
島
一
郎
・
松
本
薫

と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
名
前
が
並
ん
で

い
る
。
半
井
・
北
林
・
牧
野
・
松
本
な

ど
、
日
本
愛
妻
会
会
員
と
重
な
っ
て
い

る
者
も
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

政
財
界
人
中
心
で
あ
っ
た
愛
妻
会
に
対

し
て
、
話
の
波
止
場
は
よ
り
幅
広
い
文

化
人
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
世
話
人

は
増
加
し
、
海
老
沢
欽
三
・
佐
藤
美
子
・

椎
橋
好
・
平
野
零
児
・
渡
辺
は
ま
子
ら

が
加
わ
っ
て
い
る
。

第
一
回
の
参
加
者
が
五
二
名
、
第
二

回
は
八
八
名
、
そ
の
後
も
一
〇
〇
人
前

後
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。
第
二
回

の
ゲ
ス
ト
は
芥
川
賞
作
家
菊
村
到
、
第

三
回
は
女
優
の
万
里
昌
代
、
第
四
回
に

は
同
じ
く
女
優
小
山
明
子
、
第
五
回
は

注
目
を
集
め
た
。
こ
の
会
を
計
画
し
た
実
行

委
員
に
は
、
志
村
立
美
・
松
島
一
郎
ら
画
家

や
平
野
威
馬
雄
・
北
林
透
馬
・
扇
谷
義
男
、

そ
し
て
牧
野
勲
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
主

催
は
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
、
伊
勢
佐
木
町
商

店
街
な
ど
が
協
賛
し
た
。
発
起
人
に
は
、
飯

岡
幸
吉
・
飯
田
九
一
・
海
老
沢
欽
三
と
い
っ
た

文
芸
懇
話
会
会
員
の
ほ
か
に
、
半
井
清
や
中

山
富
久
、
佐
藤
美
子
や
渡
辺
は
ま
子
と
い
っ

た
名
前
も
見
ら
れ
る
。
会
の
主
旨
は
、
に
ぎ

わ
い
が
甦
り
つ
つ
あ
る
横
浜
を
案
内
し
よ
う

と
い
う
意
図
と
共
に
、
翌
年
の
開
港
百
年
祭

の
前
夜
祭
だ
と
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
話
の
波
止
場

伊
勢
ぶ
ら
会
か
ら
約
二
か
月
後
の
一
二
月

五
日
に
、尾
上
町
の
横
浜
会
館
で
「
ヨ
コ
ハ
マ

第3回ヨコハマ話の波止場　中央にゲスト万里昌代　1958年2月5日
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）

ワーグマンの墓に献花する半井清横浜市長　1963年2月8日
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）
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二
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
年
か

ら
命
日
の
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
後
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
東
京
の

作
家
た
ち
と
の
交
流
行
事
と
し
て
ヨ
コ
ハ
マ

散
歩
を
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
六
月

二
七
日
に
開
催
す
る
。
市
長
公
舎
で
ガ
ー
デ

ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
そ
れ
か
ら
バ
ス

に
分
乗
し
て
北
林
透
馬
と
平
野
威
馬
雄
の
案

内
で
文
学
散
歩
を
行
っ
た
。
東
京
作
家
ク
ラ

ブ
と
の
共
催
だ
が
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
東

京
の
作
家
た
ち
一
〇
〇
人
ば
か
り
を
招
待
し

た
か
た
ち
で
あ
る
。
先
の
伊
勢
ぶ
ら
会
と
同

様
、
横
浜
の
復
興
ぶ
り
を
東
京
の
作
家
た
ち

に
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
主
旨
で
、
同
日
夜

に
は
代
表
者
八
人
に
よ
る
座
談
会
も
開
い
て

い
る
（『
神
奈
川
新
聞
』
60
、
7
、
6
）。
翌

年
も
同
日
に
、
横
浜
港
見
学
を
予
定
し
て
い

た
が
、
雨
の
た
め
氷
川
丸
見
学
を
行
っ

た
（『
神
奈
川
新
聞
』
61
、
7
、
3
）。

ま
た
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
と
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
を
発
揮
し
た
事

業
と
し
て
、
直
木
三
十
五
宅
跡
記
念
碑

の
建
設
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇

年
に
直
木
賞
の
選
考
委
員
で
も
あ
っ
た

大
佛
次
郎
が
呼
び
か
け
（『
神
奈
川
新

聞
』
60
、
7
、
19
・
20
）、
平
野
零
児

や
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
に
応
え

て
、
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平

野
零
児
が
そ
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る

が
、
平
野
と
北
林
・
牧
野
ら
が
直
木
宅

跡
を
視
察
し
た
後
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ

が
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
た
と

い
う
（『
毎
日
新
聞
』
60
、
7
、
28
）。

北
林
・
牧
野
ら
は
、
当
時
の
横
浜
市
長
半
井

清
や
内
山
岩
太
郎
県
知
事
を
も
巻
き
込
み
、

募
金
を
募
り
、
一
〇
月
六
日
に
記
念
碑
除
幕

式
を
開
催
し
た
。

ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
祭

日
本
愛
妻
会
や
話
の
波
止
場
の
例
会
が
途

絶
え
が
ち
に
な
る
な
か
、
一
九
六
三
（
昭

和
三
八
）
年
一
月
一
〇
日
に
、
ヨ
コ
ハ
マ
話

の
波
止
場
主
催
で
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
祭
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
横
浜
詩

人
会
が
発
行
し
て
い
た
作
品
集
ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
出
版
記
念
会
を
発
端
と
し

て
い
た
。
詩
人
会
の
近
藤
東
が
牧
野
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
話
の
波
止
場
主
催
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（『
ヨ
コ
ハ
マ

詩
人
会
通
信
』
No
．
5
、
一
九
六
三
年
二
月

一
日
）。
牧
野
ら
に
と
っ
て
も
、
日
本
愛
妻

会
に
代
わ
る
、
定
期
的
な
行
事
と
し
て
の
意

味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
一
回
は
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
県
や
市
の
観
光
協
会
、
横
浜
詩

人
会
・
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
が
後
援
し
、

半
井
市
長
・
内
山
知
事
の
他
田
中
省
吾
横
浜

商
工
会
議
所
会
頭
ら
が
出
席
し
て
い
る
。
こ

の
会
は
、
毎
年
海
神
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
を
選

び
、
海
や
港
に
貢
献
し
た
人
を
表
彰
し
、
懇

親
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
財

界
人
も
参
加
す
る
な
ど
、
日
本
愛
妻
会
の
主

旨
を
引
き
継
ぐ
行
事
だ
と
い
え
よ
う
。「
牧

野
勲
関
係
資
料
」
で
は
、
一
九
六
六
（
昭
和

四
一
）
年
の
第
三
回
ま
で
記
録
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
文
化
行

事
は
、
次
第
に
横
浜
文
芸
懇
話
会
が
主
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ワ
ー
グ
マ

ン
・
ポ
ン
チ
花
祭
り
や
横
浜
文
学
散
歩
の
他
、

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
五
月
八
日
に
歌

僧
大
熊
弁
玉
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
弁
玉

祭
や
、
詩
人
佐
藤
惣
之
助
に
ち
な
ん
だ
伊
勢

ぶ
ら
ザ
ク
の
会
な
ど
で
あ
る

こ
の
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ

て
も
、
様
々
に
姿
を

変
え
て
文
化
行
事
が

催
さ
れ
、
日
本
愛
妻

会
と
横
浜
ペ
ン
ク
ラ

ブ
に
続
い
て
、
横
浜

文
芸
懇
話
会
と
ヨ
コ

ハ
マ
話
の
波
止
場
と

い
う
新
た
な
組
織
も

生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら

の
組
織
は
、
市
長
や

商
工
会
議
所
会
頭
ら

も
参
加
し
て
い
た
と
は
い
え
、
決
し
て
官
製

の
組
織
で
は
な
く
、
在
野
の
文
化
人
が
中
心

と
な
っ
て
主
体
的
に
組
織
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
横
浜
の
文
化
人
と
一
部
の
政
財
界
人
は
、

公
職
に
あ
る
者
も
そ
う
で
な
い
者
も
、
党
派

や
思
想
的
立
場
の
枠
を
超
え
て
結
集
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
組
織
が
主
催
す
る
文

化
行
事
は
、
横
浜
の
復
興
を
盛
り
立
て
、
高

度
経
済
成
長
期
に
も
、
交
流
を
深
め
る
場
と

し
て
、
横
浜
の
文
化
を
充
実
さ
せ
発
展
さ

せ
て
い
く
場
と
し
て
機
能
し
続
け
た
の
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
組
織
や
行
事
を
企
画
し
、
具
体

化
し
、
運
営
す
る
上
で
、
北
林
と
牧
野
が

果
た
し
た
役
割
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
市
長
・
商
工
会
議
所
会
頭
を
歴
任
し
た

半
井
清
の
存
在
も
、
大
き
か
っ
た
。
こ
う
し

て
、
日
本
愛
妻
会
・
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
そ
し

て
横
浜
文
芸
懇
話
会
・
ヨ
コ
ハ
マ
話
の
波
止

場
は
、
横
浜
の
戦
後
史
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク

な
組
織
・
行
事
と
し
て
、
そ
の
名
を
と
ど
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

�

（
羽
田
博
昭
）

ヨコハマ散歩ガーデン・パーティー　1960年6月27日
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）

第1回ネプチューン祭でミスヨコハマから
　花束を贈呈された牧野勲　1963年1月10日
　　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）




